
2020年8月1日号安中市役所　☎382－1111 89

生
ご
み
は
多
く
の

　
　
　
　
　水
分
を
含
ん
で
い
ま
す

　
生
ご
み
は
水
分
を
多
く
含
む
た
め
重
量
が

あ
り
、
ま
た
腐
敗
す
る
と
悪
臭
を
発
し
ま

す
。
生
ご
み
の
水
分
量
は
70
〜
80
％
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
生
ご
み
の
水
切
り
を
す
る
と
悪
臭
を
防
止

で
き
る
ほ
か
、
ご
み
の
容
量
が
減
り
、
ご
み

袋（
市
指
定
袋
）の
枚
数
を
減
ら
し
た
り
、
サ

イ
ズ
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
生
ご
み
の
減
量
方
法
】

生
ご
み
に
し
な
い

〜
生
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
〜

●
買
物
に
行
く
前
に
冷
蔵
庫
の
中
身
を
確
認

す
る

●
食
べ
る
量
を
考
え
て
献
立
を
決
め
る

●
冷
蔵
庫
の
中
に
あ
る
も
の
だ
け
で
料
理
す

る
日
を
作
る

ぬ
ら
さ
な
い

〜
無
駄
に
ぬ
ら
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
〜

●
基
本
は
「
最
初
か
ら
ぬ
ら
さ
な
い
」
こ
と

で
す
。
野
菜
な
ど
は
使
え
な
い
部
分
を
始
め

に
分
け
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う

水
切
り
を
す
る

〜
悪
臭
・
腐
敗
防
止
に
も
な
り
ま
す
〜

●
ゴ
ム
手
袋
を
使
用
し
て
直
接
水
切
り
す
る 

●
す
ぐ
に
捨
て
ず
に
三
角
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に

入
れ
て
一
晩
お
い
て
か
ら
捨
て
る 

●
市
販
の
水
切
り
グ
ッ
ズ
な
ど
を
活
用
す
る 

【
生
ご
み
の
水
切
り
器
を

　
　
　
　
　
　無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
】

　
安
中
市
環
境
保
健
自
治
団
体
連
合
会
で

は
、
令
和
２
年
６
月
１
日
か
ら
生
ご
み
の
水

切
り
器
を
、
市
内
在
住
の
世
帯
を
対
象
に
無

料
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は

環
自
連
事
務
局（
□ク 

環
境
政
策
課
ま
た
は
　

総
務
管
理
課
）ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な

お
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
終
了
の

際
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
剪
定
枝
や
草
の
減
量
方
法
】

◎
剪
定
枝
や
草
も
多
く
の
水
分
を
含
ん
で
い

ま
す
。

「
剪
定
枝
や
草
」
を
乾
燥
さ
せ
る
だ
け
で

も
、
15
％
〜
60
％
も
の
減
量
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
水
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
と
、
焼
却
時
に

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
と
な
り
、
処
理

経
費
が
多
く
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
剪
定
枝
や
草
は
、
す
ぐ
に
出
さ
ず
に
土
を

落
と
し
て
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
天
日
干
し
で
き
な
い
場
合
で
も
、
袋
を
縛

ら
ず
に
開
け
て
お
く
だ
け
で
減
量
で
き
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
剪
定
枝
を

　
　
　ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
場
合
】

　
長
さ
50
㎝
以
下
、
太
さ
５
㎝
以
下
の
も
の

は
ご
み
袋（
市
指
定
袋
）に
入
れ
る
か
、
困
難

な
場
合
は
袋
に
入
る
程
度
の
量
で
し
ば
り
、

ご
み
袋（
市
指
定
袋
）を
貼
り
付
け
れ
ば
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す

（
一
度
に
大
袋
５
袋
ま
で
）。

　
長
さ
50
㎝
、
太
さ
５
㎝
を
超
え
る
も
の
は

粗
大
ご
み
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
碓

氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
処
理
料
金
：
総
重
量
か
ら
50
キ
ロ
グ
ラ
ム

を
差
し
引
い
た
重
量
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き

１
６
５
円（
税
込
み
）（
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で

無
料
）

生
ご
み
・
剪
定
枝
や
草
の

　
　
　
　
　
　
　
　ご
み
減
量
に
つ
い
て

生
ご
み
・
剪
定
枝
や
草
の

　
　
　
　
　
　
　
　ご
み
減
量
に
つ
い
て

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
係
（
☎
内
線
１
８
８
１
）

ク

「今、ここからできるSDGs」

「これからの取組」

　さあ、わたしたちも簡単なSDGsから始めてみましょう。
（国際連合広報センター：「持続可能な社会のために　ナマケモノにもできるアクション・ガイド（改訂版）
https://www.unic.or.jp/news_press/features_backgrounders/24082/より抜粋」）
●生鮮品や残り物、食べ切れない時は早めに冷凍しよう。翌日までに食べられそうにないテイクアウトやデリバ
リーもね。そうすれば、食べ物もお金も無駄にしなくて済むからね。
●紙やプラスチック、ガラス、アルミをリサイクルすれば、埋立地を増やす必要がなくなる。
●できるだけ簡易包装の品物を買おう！
●エアコンの温度を、冬は低め、夏は高めに設定しよう！
●「訳あり品」を買おう！大きさや形、色が規格に「合わない」という理由だけで、捨てられてしまうような野
菜や果物がたくさんあるよ。
●使わないものは寄付しよう。地元の慈善団体は、あなたが大事に使っていた衣服や本、家具に新しい命を吹き
込んでくれるはず！
●照明を消そう。テレビやコンピューターの画
面は意外と明るいから、必要ない時にはそれ
以外の照明を消しておこう。
●買い物にはマイバックを持参しよう。レジ袋
は断って、いつもマイバックを持ち歩くよう
にしよう。

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

2020年、「行動の10年」スタート
世界各地でSDGsの進展がみられますが、2030年までに目標を達成するには、取組のスピードを速め、規模を拡
大しなければなりません。2020年1月、SDGs達成のための「行動の10年（Decade of Action）」（ディケイド　
オブ　アクション）がスタートしました。
問合せ▶□本 企画課企画調整係（☎内線1020）

　今月号の特集はいかがだったでしょうか。
　今回SDGsを実践する3人からお話を聞き、
SDGsをやわらかく考えてみました。
　そこから見えてきたのは、「大切な人や場所
の少し先の未来を想像し、今とつなげてみる」
ことでした。
　今ここから遠い世界の困っている人を想像することは困難かもしれません。自分に手の届かない問題を考える
のも大変なことです。
　でも自分の大切な人の未来を想像し、今ここでできる行動を起こし、未来につなげる、そのことが遠い世界の
会ったこともない誰かのためになっている、そうやわらかく考えてみてはどうでしょうか。
　本市では今後、以下のメニューでSDGsを生かしていく取組を始めます。
●「第2期　安中市まち・ひと・しごと創生総合戦略」
今年度作成するこの戦略の中に書かれるそれぞれの目標にSDGsのゴールに照らし合わせ、達成すべき数値を設
定していきます。
「誰一人取り残さない安中市」を達成するため、本市も取組を進めていきます。

袋を開けて乾燥させて
いる様子

市指定袋の貼り付け方

▶
乾
燥
前
の
草

▶
乾
燥
後
の
草

□松 


